
 

 

  

2026年２月２日 
京都府立医科大学 

2026年２月２日（月）より、京都府立医科大学附属図書館（所在地：京都市上京区）は、未来の
医療人材を育成する教育研究交流施設「ラーニングコモンズ Koto Square」の機能充実を目指し、
昨年に引き続きクラウドファンディング第二弾を開始します。目標金額は200万円、募集期間は2026
年２月２日から３月16日までの43日間です。 
ぜひ広く皆様へクラウドファンディングの周知について御協力をお願いいたします。 

 

■ラーニングコモンズ「Koto Square」の機能充実等に向けて 

   医療現場の進化に対応し、未来の医療従事者には知識だけでなく、他分野との連携やアクテ

ィブラーニングを通じた実践的学びが求められ、京都府立医科大学附属図書館は、従来の図書

館機能にとどまらず、昨年４月に皆様の支援をうけてラーニングコモンズをオープンしました。 

   利用した学生からは、「明るい雰囲気の中で勉強できて、飲食ができる。」「中で飲食がで

きるのが嬉しかった。明るくて綺麗になったから行きたくなりました！」「いつも空きコマに、

友達と談笑しながら課題に取り組んでいます。とても良い場所です。」といった喜びの声が届い

ています。 

   今回は、大変好評であるラーニングコモンズの機能充実等、より高度な教育・研究を交える

環境を整えるため、クラウドファンディングの第二弾に挑戦します。 

 

■来館者数が大幅に増加     

   ラーニングコモンズ新設により、今年度の附属図書館の来館者数が、今年１月29日に10万人を

達成しました。2005年度の 109,964人以来で 20年振りとなります。最も来館者数の少なかった

2020年度（23,932人）と比較しますと約４倍に大幅に増加。昨年度の来館者数は 37,855人で、

今年度の来館者数の見込みは12万人です。 

 

■ラーニングコモンズ「Koto Square」の特徴 

  ・場所等：本学附属図書館内１階 635㎡・約220席 

  ・学生等に人気のダイナー席やハイカウンターを配置。 

   また、コミュニケーションカウンターやダイナー用テーブ 

   ルなどに京都府内産木材を活用した調度品を取り入れ、京 

   都ならではの工夫をしています。 

  ・柔軟な席配置：移動式テーブルや椅子で自由にレイアウト変更可能 

  ・アクティブラーニング空間：グループディスカッションや共同研究をサポート 

  ・「Koto Square（コトスクエア）」の由来：「Koto」には、京都の「古都」、知識伝達の 

   「言」、実践学習の「事」、人々の共鳴を表す「琴」の４つの意味が込められています。 

   このラーニングコモンズが新しい学びと交流の広場となるように願いを込めて命名。 
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■ クラウドファンディングでの支援方法 

クラウドファンディングを通じて、施設整備等に必要な資金を募ります。支援者には、金額に応

じて、京都府立医科大学ならではのオリジナルグッズや京都の自然と伝承の職人技が育てた生粋の

京都ブランド「北山丸太」の置時計や、京都府指定有形文化財の旧図書館棟（現本部棟）探検ツア

ー等ギフトを提供予定です。 

■ 募集概要 

• タイトル：150年の歴史を未来へ紡ぐ！京都府立医科大学の拠点をもう一歩前へ 

• 募集金額：200万円 

• 募集期間：2026年２月２日（月）～３月16日（月） 

• 募集URL： https://readyfor.jp/projects/hirokojipj2026 

本プロジェクトの成功に向けて、皆さまのご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

問合せ先 

京都府立医科大学附属図書館 

電話：075-212-5400  FAX：075-212-5405 

E-mail：library@koto.kpu-m.ac.jp  

 


